
ウスバシロチョウ 
 
アゲハチョウ科に属するため、ウスバアゲハとも呼ばれていま

す。 

年 1 回の発生で、5 月～6 月にかけて発生します。生息の中心

は低山地から山地にかけてで、近くに林のある明るい草原では、

多くの個体を見ることができます。平野、特に都市部には生息し

ていません。 

飛び方はとても緩やかで、一定の高さを保って飛び続ける性質

があり、午前中によく活動します。 

成虫の食物は、ほとんど花の蜜で、ニガイチゴ、ムラサキケマ

ン、ノアザミ、コウゾリナ、ネギ、レンゲソウ、ヒメジョオン、

ハルジョオン、シロツメクサ、スミレ類等の花に飛来して吸蜜し

ます。 

  

富士市での現状 

標高の低い市街地では見られません。よく見られるのは標高 300ｍを越える大淵地区です。大淵第二小学校周辺や丸火自然公園及

びその周辺での開けた草原では、普通に見られます。旧富士川町には標高 300m を越える金丸山や嵐山、雨乞山などがありますが、

まだ本種は確認されていません。最近、本種の分布が、富士山周辺で広がっているという報告があります。  

 

ウスバシロチョウを確認したメッシュ 


